
施　　策： 財務コード生涯学習・社会教育の推進 01090602-10-00

キーコード：646

出力日：令和02年03月19日
事務事業名生涯学習ボランティア事業

20
基本事業： 02家庭・地域の教育力を高める教育活動の充実 担当部 教育部

基本事業の
成果指標

①地域活動・学習活動に参加している市民の割合
②ボランティアバンクの活動者数（延べ人員）
③ボランティアバンクの活動者数（実人員）

担当課 生涯学習課

担当係 生涯学習推進・青少年担当

市民 筑紫野市ボランティアバンクの会に委託し、市民からのボランティアの派
遣及び紹介依頼の相談・派遣等を行う。

①ボランティア登録・派遣・紹介
　市民からの相談・申込⇒内容確認・活動依頼（コーディネート）
　※派遣費用（交通費・１日700円）については、平成30年度より廃止　
　　（無償化）。
②地域活動支援事業（各コミュニティセンターでの「このゆびとまれ」や
学習会・交流会、子どもの居場所づくりに関する取り組み等を実施）
③広報・啓発（ＨＰでの情報発信、会報の発行、活動ＰＲ等）
④研修事業（市民・会員を対象とした育成研修、リーダー養成研修）
⑤生涯学習フェスティバルへの参画

市民主体のまちづくりを実現するために、地域に根ざした
ボランティアの育成やボランティア登録者を拡大し、生涯
学習ボランティア事業を効果的に展開することで、市民が
主体的に学び支えあう生涯学習社会の実現を目指す。

計画年度 平成10年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 一般会計 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

ボランティアバンク利用者数

ボランティアバンク活動者数

115,318 104,00044,894 104,000 104,000

5,092 1,932 4,800 4,800 4,800

成果指標名称 単位 目標
29年度 30年度 01年度 02年度 03年度 04年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
6,670 3,176 3,076 3,077計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0 0
0
0

0 0 0
0 0 0

0 0 0 0
6,670 3,176 3,076 3,077

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.1 0.1 0.1
800 809 807

7,470 3,985 3,883 3,077

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

●

○

登録者同士の交流と意欲向上のための研修や、登録者の活動機会を増やすことを目的としたイベントを実施。これ
は30年度が初の試みだったが、参加者からも好評であった。

指標の推移としては、平成30年度より登録者の派遣に伴う派遣費を廃止したことや、高齢化、活動拠点がコミュニ
ティセンター等に移ったこと等に伴い、利用者数・活動者数ともに減少となった。ボランティア登録者の活用につ
いては永続的な目標として据えた上で、今後はとくに地域や学校、関係団体との連携について、情報の収集・共有
を行いながら取り組んでいく。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）

実際に活動している人が、登録者の中で偏る傾向にあり、活動に余裕
のある人もいると考えられるため、今後、活動者を増やす余地は大き
いと考えます。また、更なる業務の効率化についても検討していきま
す。

維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

あり

妥当性がある

影響度は大

大きい

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

あり

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

平成１０年度から、ボランティア紹介事業として始め、平成１２
年度からボランティア派遣事業とした。
平成１８年度から、ボランティアバンクの会に事業を委託してい
る。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

人

人

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


